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1 まえがき
多数のセンサからのデータを有線あるいは無線接続に

より集積するデータロガーは, 工場等のデータ集積シス
テムとして広く利用されている. 一方, 測定装置として
のデータロガーでは, 画面デザインが固定化されている
場合が多く, ユーザが視認性・操作性を高めるために表
示画面の変更を直接行うことは困難である場合が多い.

このような背景から, データロガーと組み合わせて視
認性・操作性を高め, 工場等の業務管理の効率を高める
ためのアプリケーションの開発を行ったので, 本報告で
は, 実装したアプリケーションの機能について報告する.

2 操作性・視認性
開発したアプリケーションのメイン画面を図 1 に示

す．視認性を向上させることはユーザが情報を取得する
際, 重要であり [1], またユーザの操作性の向上は業務の
効率化に繋がる [2]. 開発したアプリケーションでは, 視
認性を向上させるため, チャネル毎の表示情報を任意の
位置に移動させる機能の実装を行った.

また,データロガーにおける,データ取得表示画面の情
報は読み取りにくいため, 図 1 のような画面設定を実装
した. また, データロガーの設定手順は複雑であること
が多いため, 容易に設定変更することが困難である. こ
のため, 図 ２のように容易にチャネル情報を編集できる
設定画面の実装を行った.

3 警報設定
システムの障害を適切に検出 ・報知するために、セ

ンサー情報の異常値を知らせる警報装置が必要となる.

データロガーには簡易的な警報機能が内蔵されているこ
とが多いが操作性が必ずしも良好とは言い難い.

そこで,操作性を重視した警報設定を本アプリケーショ
ンに搭載した. 具体的には, 図 2 のように警報値, 警報
音を任意に設定することができ, スイッチにより降順 ・
昇順の警報設定が選択可能である. また, 誤った警報値
を設定するとエラー表示をする機能の実装を行った.

また, 警報作動時には警報音とともにエラーレベルに
合わせたメッセージウィンドウが割り込み処理により表
示される. さらにセンサー情報の異常値の重大性を瞬時
に認識できるように,緑色 (正常), 黄色 (レベル 1), 橙色
(レベル 2), 赤色 (レベル 3), 紫色 (レベル 4)というよう
に, 警報作動時にチャネル表示エリアの文字や背景を着

色し, 視認性を高める機能を実装した.

4 まとめ
本報告では，汎用Androidアプリケーションの開発を

行った．ユーザが, 警報設定を含め, 操作性及び視認性の
向上に関わる設定を編集することができるため, 測定用
データロガーによる監視 ・測定業務の効率化を図れる.

今後は, 多チャネルの条件を複合判定する警報方式に
ついて実装する.

図 1 データ取得画面

図 2 設定編集画面
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